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～立科町 未来図～
本計画の取組みを通じ て目指す町の姿をイメ ージしまし た
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1 . 目指す将来像

2 . 人口減少抑制戦略

当町は、 平成の大合併の時期に「 自立」 を選択し 、 自助・ 共助・ 公助のまちづく りを進めてきま

したが、 人口は減少が続き、 令和4（ 20 2 2） 年度に過疎地域指定を受けました。

人口減少は国全体が直面している問題であり 、 今後も 避けては通れません。 そのよう な状況に

おいても「 いま町に住んでいる町民が幸せに生活をおく ること のできる町」 の実現を目指して、 町

行政・ 町民・ 企業・ 団体等が連携し、 自助・ 共助・ 公助による協働のまちづく りを実践していく こ

と が重要です。

近年、移住先やU タ ーン先として当町での生活を選ぶ「 新し い人の流れ」 が生まれています。 こ

の流れを、より確かで継続的なも のにしていく ためには、関係する多様な人々が対話を重ねながら、

様々な視点から地域資源を磨き、デジタ ル技術等を活用するなど、新たな発想でまちづく りを進め

ていく こと が重要です。

基幹産業である製造業・ 観光業・ 農業の振興を軸として、 子育て・ 教育・ 文化、 医療・ 福祉、 コ

ミ ュニティ などのポテンシャルを活かすことで町の活力を高め、 人口減少を速度を抑えながら、 持

続可能で魅力のある「 住んでよし 」「 訪れてよし」 の町をつく ることを目指します。

目指す将来像と人口減少抑制戦略

『 人と 自然が輝く 町』

※「 人と 自然が輝く 町」 は第3次長期振興計画から 継承さ れている将来像。
　 こ れを第6次でも 継承する。

人×対話×地域資源の力で “住んでよし ・ 訪れてよし ”
の未来につなぐ まちを つく る

※デジタ ル田園都市国家構想総合戦略に基づく 、 総合戦略の「 地域ビジョ ン（「 デジ活」 中山間地域）」 に対応する。

人
・ 住民の幸せが第一
・ 誰にも 出番と 居場所がある
・ 多様な人々が対話を重ねる

対話 ・ 多様なアイ デア・ 情報を共有する
・ 既成概念にと ら われない発想

地域
資源

・ 自然・ 環境・ 景観を守る
・ 観光・ 農林業・ 地域共同体の活性化
・ 立科の子育て・ 教育の確立

未来に
つなぐ

・ 立科の魅力

・ 立科のコ ミ ュ ニティ

・ 立科の文化・ 歴史

・ こ ども ・ 若者の可能性

デ
ジ
タ
ル
の
積
極
活
用

『 人と 自然が輝く 町』
～住んでよし ・ 訪れてよし ～

●基幹産業の活性化
●子育て・ 教育・ 文化、 医療・ 福祉、

コ ミ ュ ニティ 等の潜在力を活かし
たまちづく り

住民が幸せに生活をおく るこ と の
でき るまち
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政策体系

2

1 . 本計画の政策体系

1 　 町にし ごと を つく る

将
来
像

分
野
別
基
本
目
標

総
合
戦
略

2 　 町へのひと の流れを つく る

3 　 町のこ ども ・ 若者を 応援する

4 　 健やかに安心し て暮ら せる町を つく る

1 . こ ども・ 子育て 2 . 教育・ 文化・ 人権

重点
プロジェクト

重点
プロジェクト

人×対話×地域　  

デジ　

生
涯
に
わ
た
っ
て

学
び
成
長
で
き
る

ま
ち
づ
く
り

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

こ
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ

ま
ち
づ
く
り

将来像と 分野別基本
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3 . 健康・ 福祉 4 . 産業振興 5 . 建設・ 環境 6 . コ ミ ュ ニティ・ 防災 7. 行財政

重点
プロジェクト

重点
プロジェクト

重点
プロジェクト

重点
プロジェクト

重点
プロジェクト

重点
プロジェクト

重点
プロジェクト

重点
プロジェクト

『 人と 自然が輝く 町』

　  資源の力で “住んでよし ・ 訪れてよし ” の未来につなぐ まちをつく る

タ ル技術の積極活用（ 各分野におけるD Xの推進）

誰
も
が
健
康
で

生
き
が
い
を
感
じ
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

地
域
資
源
と
人
材
が

価
値
を
生
み
出
す
産
業
の

ま
ち
づ
く
り

快
適
で
暮
ら
し
や
す
い

生
活
環
境
を
整
え
る

ま
ち
づ
く
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
支
え
る

安
心
感
と
魅
力
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

未
来
に
つ
な
ぐ

効
果
的
・
効
率
的
な

行
政
運
営

目標・ 総合戦略の関係
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2 . SD Gsと の関連について
① 持続可能な開発目標（ SD Gs） と は

すべての人々にとってよりよい、 より 持続可能な未来を築く ための具体的な目標です。

貧困や不平等、 気候変動、 環境劣化、 繁栄、 平和と 公正など、 私たちが直面するグローバルな

諸課題の解決を目指します。 SD Gsの目標は相互に関連しています。 誰一人置き去りにしないため

に、 令和1 2（ 20 3 0） 年までに各目標・ タ ーゲット を達成すること が重要です。（ 平成2 7（ 2 0 15 ）

年9月に国連で採択）

目標1  ［ 貧困］

あら ゆる 場所あら ゆる 形態の貧困を 終わら
せる

目標2 ［ 飢餓］

飢餓を 終わら せ、 食料安全保障及び栄養の改
善を 実現し 、 持続可能な農業を 促進する

目標3  ［ 保健］

あら ゆる 年齢のすべての人々の健康的な生活

を確保し 、 福祉を 促進する

目標4 ［ 教育］

すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育

を 確保し 、 生涯学習の機会を 促進する

目標5  ［ ジェ ンダー］

ジェ ン ダー平等を 達成し 、 すべての女性及び
女児のエンパワーメ ン ト を 行う

目標6 ［ 水・ 衛生］

すべての人々の水と 衛生の利用可能性と 持続
可能な管理を 確保する

目標7  ［ エネルギー］

すべての人々の、 安価かつ信頼でき る 持続可

能な近代的なエネルギーへのアク セスを 確保
する

目標8 ［ 経済成長と 雇用］

包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての

人々の完全かつ生産的な雇用と 働き がいのあ
る 人間ら し い雇用（ ディ ーセン ト ・ ワーク ）

を 促進する

目標9  ［ インフラ、産業化、イノ ベーショ ン］

強靭（ レ ジリ エン ト ） なイ ン フ ラ 構築、 包摂

的かつ持続可能な産業化の促進及びイ ノ ベー
ショ ン の推進を 図る

目標10  ［ 不平等］

国内及び各国家間の不平等を 是正する

目標1 1  ［ 持続可能な都市］

包摂的で安全かつ強靭（ レ ジリ エン ト ） で持

続可能な都市及び人間居住を実現する

目標12  ［ 持続可能な消費と 生産］

持続可能な消費生産形態を 確保する

目標1 3  ［ 気候変動］

気候変動及びその影響を 軽減する ための緊急
対策を 講じ る

目標14  ［ 海洋資源］

持続可能な開発のために、 海洋・ 海洋資源を
保全し 、 持続可能な形で利用する

目標1 5  ［ 陸上資源］

陸域生態系の保護、 回復、 持続可能な利用の

推進、 持続可能な森林の経営、 砂漠化への対
処なら びに土地の劣化の阻止・ 回復及び生物

多様性の損失を 阻止する

目標16  ［ 平和］

持続可能な開発のための平和で包摂的な社会

を 促進し 、 すべての人々に司法へのアク セス
を 提供し 、 あら ゆる レ ベルにおいて効果的で

説明責任のある包摂的な制度を 構築する

目標1 7  ［ 実施手段］

持続可能な開発のための実施手段を 強化し 、

グロ ーバル・ パート ナーシッ プを 活性化する

出典： 外務省国際協力局 編集・ 発行
『 持続可能な開発目標（ SDGs） と 日本の取組』
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② 本計画の各基本目標に対応するSD Gs

基本目標1： 安心して子育てができ　 こどもが健やかに育つまちづく り

1 . 貧困をなく そう 、 2 . 飢餓をゼロに、 3 . すべての人に保健と 福祉を、 4 . 質の高い教育をみんなに、

16 . 平和と 公正をすべての人に、 1 7 . パート ナーシッ プで目標を達成し よう

基本目標3： 誰もが健康で生きがいを感じ て暮らせるまちづく り

1 . 貧困をなく そう 、 2 . 飢餓をゼロに、 3 . すべての人に保健と 福祉を、 1 0 . 人や国の不平等をなく そう 、

11 . 住み続けら れるまちづく り を、 16 . 平和と 公正をすべての人に、 17 . パート ナーシッ プで目標を達成し よう

基本目標5： 快適で暮らし やすい生活環境を整えるまちづく り

6 . 安全な水と ト イ レを世界中に、 7 . エネルギーをみんなにそし てク リ ーンに、 1 1 . 住み続けら れるまちづく り を、

13 . 気候変動に具体的な対策を、 1 7 . パート ナーシッ プで目標を達成し よう

基本目標2： 生涯にわたって学び成長できるまちづく り

1 . 貧困をなく そう 、4 . 質の高い教育をみんなに、5 . ジェ ンダー平等を実現し よう 、10 . 人や国の不平等をなく そう 、

16 . 平和と 公正をすべての人に、 1 7 . パート ナーシッ プで目標を達成し よう

基本目標4： 地域資源と 人材が価値を生み出す産業のまちづく り

2 . 飢餓をゼロに、 8 . 働き がいも 経済成長も 、 9 . 産業と 技術革新の基盤をつく ろ う 、 12 . つく る責任つかう 責任、

13 . 気候変動に具体的な対策を、 1 5 . 陸の豊かさ も 守ろ う 、 1 7 . パート ナーシッ プで目標を達成し よう

基本目標6： コミ ュニティ が支える安心感と 魅力のあるまちづく り

11 . 住み続けら れるまちづく り を、 13 . 気候変動に具体的な対策を、 16 . 平和と 公正をすべての人に、 

17 . パート ナーシッ プで目標を達成し よう

基本目標7： 未来につなぐ効果的・ 効率的な行政運営

11 . 住み続けら れるまちづく り を、 16 . 平和と 公正をすべての人に、 17 . パート ナーシッ プで目標を達成し よう
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人口目標

3

全国的に人口減少、 少子高齢化が進んでおり、 都市圏でも 人口減少が本格化しております。

当町においても 、 想定以上に人口の減少速度が早く なっていること から、 社人研推計（ 令和５

（ 20 2 3） 年（ ※国勢調査） を現実的な推計と 捉えて、 令和17（ 2 03 5） 年に5 ,3 5 0人を確保する

ことを目標として再設定します。

従来から取り組んできた政策及び各種施策に加え、本計画に掲げる重点事業に取り 組むことで人

口減少を抑え、 目標の達成を目指します。

令和1 7（ 2 0 3 5 ）年の人口目標： 5 ,3 5 0 人

▼ 推計人口と 目標人口

7 ,2 6 5

6 ,61 2

6 ,1 0 0

5 ,63 7

5 ,1 6 6
4 ,6 7 8

5 ,73 1

5 ,3 5 0

4 ,95 3

4 ,0 00

4 ,5 00

5 ,0 00

5 ,5 00

6 ,0 00

6 ,5 00

7 ,0 00

7 ,5 00

8 ,0 00

平成27 年
（ 2 0 1 5 ）

令和2 年
（ 2 0 2 0 ）

令和7 年
（ 2 02 5 ）

令和12 年
（ 2 0 3 0 ）

令和1 7 年
（ 2 0 35 ）

令和2 2 年
（ 2 0 4 0 ）

（ 人）

令和1 7（ 2 0 3 5）年
推計人口

令和1 7（ 2 0 3 5）年
目標人口

令和２（ 2 0 2 0）年
国勢調査人口

第6 次総合計画

実績

社人研推計値（ 令和5 年）

目標人口

出典：（ 推計人口） 国立社会保障・ 人口問題研究「 将来人口推計（ 令和5 （ 2 0 23 ） 年）」


